
九門口長城 整備された歩道 

遼寧だより（令和７年７月） 
 

■７月の実施事項 

７/７（月）～９（水） 葫盧島市、盤錦市視察             ・・・（１） 

７/11（金）      第 67回大連富山企業会             ・・・（２） 

 

（１）葫盧島市、盤錦市視察 

７月７日（月）～９日（水）に葫盧島市、盤錦市へ視察に行きました。葫盧島市は遼寧

省の西部に位置しており、瀋陽からは高速鉄道に乗って約２時間半で行くことができま

す。盤錦市は遼寧省の西南部に位置し、富山県とほぼ同じ面積を有します。今回の視察で

訪れた場所をいくつか紹介します。 

葫芦島市では「九門口長城」へ行きました。９つのアーチ型の水門があることが“九門

口”という名前の由来で、九門口長城は九江河を跨いで建設されていることから“水上長

城”とも呼ばれています。2002 年には既に登録されていた「万里の長城」の一部として世

界文化遺産に追加登録されました。やや傾斜が急な場所もありましたが、道がしっかり整

備されているためとても登りやすかったです。 

 盤錦市では「紅海灘風景区」へ行きました。紅海灘風景区は一面に湿地が広がっており、

９月～10 月上旬頃にはここに群生するマツナが真っ赤に色付き、美しい光景を見ることが

できます。私が訪れた時期は見ごろには少し早かったのですが、マツナがうっすら色付い

ていてきれいでした。 

 今回の視察では、歴史ある場所や自然が作り出した美しい風景区へ行くことができまし

た。これまで遼寧省内のいくつかの都市を巡ってきましたが、また一味違う魅力に触れる

ことができて良かったです。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



敷地内を移動するカートからの景色 一面に広がるマツナ 

寿司ソックス 工場視察の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第 67 回大連富山企業会 

 ７月 11 日（金）に第 67 回大連富山企業会に参加しました。大連富山企業会は、富山県

内企業または富山県にゆかりのある企業の情報交換の場として 2004 年に開設されました。

今回の企業会では本社を高岡市に構える助野株式会社の、河北省保定市にある新工場の視

察をしました。初めて間近で靴下製造の各工程を見ることができたのですが、使用されて

いる機械や職員の皆さんの作業一つ一つが非常に興味深かったです。午後には科学技術振

興機構北京事務所長、北京富山県人会長の茶山秀一氏より「科学技術分野から見る米中関

係の展望」に関するセミナーを拝聴することができ、充実した企業会となりました。 

 


